
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームゆう希苑　　

目標達成計画 作成日：　平成　 ２４ 年　  １２月　  １５日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 35

年２回、日中と夜間を想定しての災害時におけ
る訓練は行っているが車イス使用の方が１０数
名いることを考えると訓練回数・内容また備蓄
の数量・内容を検討する必要がある。

首都圏直下地震等が起きても職員が落ち着
いて行動できるようにする。また、備蓄の食
糧は人数分、十分に用意しておく。

大地震の場合の避難所までの道のり・時間を
実際に確認し、その場合の手順書の作成をし
ておく。また、備蓄の食糧を現在の３日分から５
日分に増やしておく。

６ヶ月

2 49

外出については散歩をしたり施設の庭にて日
向ぼっこをなどをしたりまた個別に買い物や美
容室への付き添いをしているが十分に対応が
できていない。

車イス使用の方が１０数名いるので職員の
勤務の調整やご家族に協力をお願いし出来
る限り好きなところへ外出して頂く。

事前に外出日程を決めその日は職員を多く確
保しまたご家族へも事前に協力を呼びかけ安
心・安全に外出できるようにする。 ６ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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